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灘 の 醸 造 用 井 戸 水 の 更 新 機 構

松 原 厚

　灘 の酒造地域 に 流入 す る地下水 は 穴 甲肉麓の鉱泉 と

天水との 調合物で ある．神戸の 鉱泉
1） は従蘭知られ た

もの に 飛越 ， 湊山， 諏訪山 ， 布引 ， 熨平野 ， 佳吉な ど

が あ つ た が現今 で は此等は概ね地表か ら姿を消 し地下

水 とな つ て 御骸 石 の 砂中を南下す る．これ は 本来独特

の 無機物質
a ）

を含有 し，炭醪
）
に 富ん だ 鉱 泉 で，相 当

他物質を溶 か して も尚pH 価は 低 い，

　神戸市主催の 灘地区 地下水調査会の 本年 8 月の 調査

に よ れば 石屋川か ら魚崎 に 亘 る広 い 海岸地区 で は一得

にpH は 7．O以下 で，其中に 6．0〜6・5の 区域が面積 の 約

半分を占め て い る，而して 後者 は繭 北 に 連 る若干の 帯

をな して 葎 す る こ とは 興味 あ る 事実で ， 各帯 は 夫 々 鉱

泉源 か ら発出す る もの で あろ う．泉源が未だ 盛 に地表

へ 湧出して い た 時代に 欧 州 航 路 の 船 が 臠 らぬ 水 と して

好ん で之を飲料水 として 積込んだ の も斯様に 炭酸分に

富 ん だ水で あ つ rこが為で あろ う．

　k 述 は井戸に 流れ 込 む水の こ と で あ る が．之 と同 時

に 古 い 井戸水 は 流 し棄て られなけれ ば ならぬ ，換言せ

ば井戸水 は 常に 流動して 更新され な ければな らぬ ，こ

の 廃棄水は遂 に 海 に 漆 い で い る こ とは説明す る迄 もな

い ．本稿で は「流入」の こ とは暫 く措き厂廃棄」の 機構を

少 し く詳細 に 眺 め て 見度い と思 う．

　最近神戸市 は 摂津灘の 埋 立を続行して お り灘地 区 は

陸側か ら も壥 立て られ る計劃 で あ る，こ こ で 問題 とな

る は伏流水 の 流 出 を 阻止 す れ ば其 程 度 の 如何 に よ り井

戸 の水位 は 上昇し， 甚し くな れ ば井戸よ り温れ出で海

浜
一

帯 を 沼沢と化す る こ とも有 り得 る．
「
それ故工 事 に

は 周到 な る 設計 を要す る の で 先以つ て 伏流水は 如 何 な

る機構に よつ て 海 に 注い で い るか を究 め て 掛 らな けれ

ばな ら ぬ ，前 述 灘 地区地下 水調資 会 は此等の こ とを調

査 す る 目 的 の もの で あ つ た ．筆港は 其会の 一員 と して

滲加 し，御影町及び住吉町の 海岸は
一

の 断魍線で ある

こ と ， 而 して 伏流水は悉 く断層の 露頭部か ら 海 に 遁

れ ，断層先 の 地 層 へ は実用 上 潜 り込 ま な い で あ ろ う と

の 推論に 達 した．以下 に は先以つ て 断層 の こ とを 説明

し ， 然 る 後伏流水 の 挙動 に 及 ぶ こ と とす るt

　　　　　　　　触層の 腮位 の 比較

　第 1図は 石屋川と住吉川 とに爽 ま る る地区に 於ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 1 図
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甑錐 の 位置を示す．総計30本の 試錐は 5 本宛略々 南北

に 並 ぶ 系列 をな し， 最南の 1 本は 海中 に 位す る．以 下

海中試錐 の 番号 を以て 其系列を呼ぶ こ ととす る．

　各試錐 が 示 した地層 の柱状断面図を見 る に一般 に地

表か ら 6・v7mtr の 深 さ迄 は砂礫 は 鉄分 の 酸化に よ り

褐色 を呈 して い る． 6 −− 7m 位 よ り下方 に なれ ば色は

灰色 とな り次 に青灰 色となり年中酸素に 会わぬ もの と

な り同時 に 細砂 ， 微粒砂と る．醸造用水 と して役立 つ

の は 褐色砂礫 の 下限 ま で の 水で あ る か ら 大 凡 6・5m

（2L45尺）まで の 深 さの もの で あ る．

　地 表下 9 −−10皿 内外 の 深 さに 下 れ ば黒 褐 色粘 土 交 り

の 泥炭 の 層 に 達す る．こ こ で は試錐 会社の命名に従い

腐蝕土層 と呼ぶ こ と とす る，こ の層 は地 表が 極寒 の気

候 に 見舞 わ れ た時 期の 堆 積 物 で ，分 布 は 甚 だ 広 く遠 く

西宮の 地下 で も常 ic之 に 際会す る．厚 さは lm 以内で

あ る けれ ども植物 の遣骸を含む こ とと色とに よ り見誤

る こ とは な い か ら之 を標識 とし て 地層の 浮 き沈 み を見

るに は 至 極便利 で あ る．1「の 系 列 で は 各試錐 に腐蝕 土

の 層が出て い るか ら層位の 比較が 簡単 で あ るが ， 其他

の 系 列 で は 海中試 錐 が 浅 く して腐 蝕 土 層 に 達 して い な

い ．従 つ て 2ノよ り 6’

まで の 系 列 で は他 に 適 当 の 標識 層

を設定 しな け れ ば な らぬ ．

　比較的簡単なの は礫層を之 に 充て る こ とで あ る．幸

に して 試 錐 会社 の 調 査 報 告 に は礫 砂 ，シ ル ト及 び 粘土

の 粒子配合率が測 定 して あ りグ ラ フ に も表わ して ある

か ら礫量 の 極大 な る水準 を とつ て 同系列の 試錐 を比較

す れ ば其 の 系列 に 於 ける礫量極大 の 走 り方を概見す る

こ とが出来 る．され ど同所に極大が 二 つ 以上現われ た

り， 或 は現 わ れ 方が 微 か で あつ た りすれば取捨に迷 う

こ とが あ り所詮 これ も上乗の 方法で は あ り得 な い が 巳

む を得ぎ る便法 として 之を採用 した．

　2厂系列 で は 陸上 の 試 錐 は粒子 配合調査を欠 い で い る

の で 層位 の 比較が 出来ない．

　　　　　　　　 層位 の 比較結果

　 1’系列 ， 標識 は腐蝕 土 層の 上 端

馨弩窿
底

駕　襲夢灘 　震
識

霧
1’　　　　− 1．20 輝艮　　　　　　 8．90m 一IO・IOm

警 膣
表

黜 發甘礬 　糴
識

篶
1　 ＋ 3．405司
2　 　 　 十 3．832

3　　　　十4 ．322　　　1

4　　 十 5．741
　 　 　 　 　 　 　 1

9．35m11

．109

，204

．20

一5．945m
− 7．268
− 4，878

十 1．541

料 （245）

3’

系列 ， 標識は 礫量の極大点

響彗1醗 割 襲も
う

欝 藩
識
毳

酬 一・・9・…　　 3・・ 一5．25m

馨讐1潔表

窘「黌轡 礬
標 識 の

標　　高

5
ρ
D78

十 4・059tn

十 4．275

十 4，180

十4 ．599

4．5m5

．45

．05
．4

一〇，441m
− 1．125
− 0．820
− 0．801

4’系列，標識 は 礫量の 極大点

試 錐 1 海 底 の 　　海 底 よ り標 識

　　　 標　　高番 号 ！　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま で の 深 さ

標 識 の

標　　高

列 一・・… 4．Om レ ・・…

響彗韈 鷲 鑾ぢ欝 絛
識
霧

90

ー

ワ卩

　

1
　
1
　
1

十 4．530m

十 3．232

十 4 ．876

十 5．006

皿16015565 一〇．57
− 2．368
− 1．124
− O．094

5ノ

系 列，標識 は 礫量 の 極大 点

馨彗「蟇
底
割 襲号灘 釀

識
窩

昭
一L … 5．Om ＿6．0

薯奪膣
表

霧1襲 慧欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　34

凸
『レ

6

1
　
玉
　

晝
　

−

十 3．728m

十 3，000

十 3．937

十 4，740

m24

・

50

54
＾

45

標 識 の

標 　 　 高

一1．472
一工．40
− O．562
− 0，26

6係 列，標識 は 礫量の極大点

響弩矇
底

窩噸粤碧灣
標 識 の

標 　 　 高

6’ 一〇．90m 5．5m 一6．40

馨彗艨
表

窩 難ぢ灣
フ

890

1112 十 3．755m

十 3．645

十 4．324

十 5．106

5．5m4

，004

．655

．15

標

標

　 一1．7斗5

　 − 0．355

　 − 0，026
1

レ o・os4

　 　 　 　 　 　 　 　 断 　 　 　 　 　層

　上表 に 基 い て 各系列 に 沿 う地層 の 垂直断面図 を作つ

て 見れ ば第 2 図 よ り第 6図の 如 くな る，但 し断層 は垂

直 の もの と仮定 し断続線 で 之 を示 した，此等 の図で見

らる る如 く汀 線が 断 層線で あ る こ とは疑を容れ な い．

地 形 上 か ら見 て も殆 ん ど垂直に 近 い 岩壁が 東西 に 走 つ
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て 汀線 を形成 して い る こ とは 明 らか に 断層 蠱 と見 るべ

き もの で あ る．

　この断層の移動（ズ レ ）は 上表から計算すると 1→ 正
f

カヌ啌．15m ，　5→ 3fカヌ4．81m，　9一ウ 4’1ま4 ．33皿
，　13→ 5「

｝ま

4．52m
，

17→ 6’は 4．6Sm で 平均4．鰓 m とな り環西 の 方

向に は著 しい 変化は見えな い 様 で あ る，但 し こ こ で は

断層 を夾む両 試錐間の 膕 の 自然 の 傾斜 に よ る落 ち は些

少 で ある から之を無視 した．

　海岸試錐 の あ る地 塊 と 内陸 側 とは 常 に 少 し くズ レ て

料

お る．之 は 前 詑 の 鬣 断層 に 膸伴す る 平行断層で ， こ の

為4’

及び 5’

系列で は汀線 の 地塊が比較的浮 き上 つ て 見

え る．5
’
系 列 で は こ の ズ レ は 大 い に 減少 し，

6’系列で

は ズ レ は 逆 に な る．

　　　　　　　　　伏流水 の 挙動

　断 魍 蠻 の 高 さは 海面上 3，3一憂．0搬 で 平 均 3．6m と 昆

得 る．海 底 の 深 さを O．9m とせ ば塵 の 海底 よ りの 高 さ

は 4・5m と な り略 々 断層の ズ レ と匹敵す る，それ故断

層の 手前 で は伏 流 の 流 路 が 地褒下 4．5m 位 まで の 水 は

こ の 露出置か ら自由に 海に 遁れ 得 る．仍つ て茲 に 問題

とな るは地表下4．5瓜 を超過す る深 さ の伏流水 で ある．

　地下 水調査 会の 施 行 した現 地 羆水試験 で は一
般 に 地

表 か ら4・3・y “・5m の 深 さ に0．45m の 長 さの ス トレ ー
ナ

ーの 上 端 を位せ し め た．特 に 通水 の 良 好 な層 は ス ト レ

ー
ナ ーの 上下 に 亘 つ て 約 L5 〜2m で ，報告書 に は之

に『特刎鷺水鬮』と名づ けて い る，ス トレ ーナ P・の 位 釁

は断 層先 の 海底面 か ら始 まつ て 下方に 延 び て い る こ と

に な り， 特別通水層が ス トレ ーナーの 上 方 に延 び て い

る部分及 び そ の 上 方が 即 ち離 甜 の 自由脱出部 で ， 其 の

部 の特 別 通水層 の 厚 さは 精々 1　m 未msで あ る．仍つ て

特別通水魍の其残り即ち 1虹 余が前記 の如 く問題とな

る伏流層 で 其上 端 は 海底 と 題 じ水準 で あ る．

　前記 の通 水層 が 断層に よ る 移動 に よ つ て新 た な地 塊

に行当 る所 は 4．5m も上位の 魍 で あ る 試錐 の あ る海臧

は元 の 地 層の 表土 で あ つ て 其の 表 土 の 深 さ 1m 余の所

まで に 特別通水層が 行当る．新地塊の斯様な 所 を無理

に 潜 り抜けるに は非常に大き な抵抗を受け ね ば な ら

ぬ ，それ よ りも元 の 地層内に 潴溜 して 水位 を 高 め特別

通水層 の 露出部並び に 其上 の 魍理 よ り湛 れ 出 る 方が抵

抗が心 な く自然の 行 き方 で あ る．

　断層の 裂罅が 締 め られず して 下まで 続 い て い る もの

と仮定し，伏流水が 其中を流下して 新地塊 の 特別通水

層に 邏 し た とせ ば新地塊を 通 過 し得 る理 で あ る．併 し

な がら斯か る地 形 の 常 と して 夊 ・セ平行断層 に行当 つ て

阻止 され る こ とも可 能 で あ る、それ よ りは断層 の 裂罅

が あ らば それ か ら出れ ば 讎 か な海水 の 上 圧 を受 け る丈

けで 殆 んど無抵抗 に 脱 寓 で き る．之 を要す るに 伏 流水

が 断層先を通 り抜け るこ とは恐 くは不可能 で あろう．

　 断層 の，R．　tl．は 明 らか に 甲 山の 噴出に 伴 う地変動に 起

因する 現 象 で ，当 時は 地 震 が 頻 繁 に 起 り，夊 成 生 と 同

時 に 波浪 の 破撥作用 も始 るか ら飛 ん だ 地塊 の 頂 部が 破

砕 され て い る こ とは 可能で あ る．斯 くな れ 1ま特別通水

顧は其破砕部を通 じて
一

部又は全部が海 に 開 くこ とに

な る．落 し又 断周 の 裂 罅が 下 底 ま で残存す る な らば そ
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れ も好乎 の 排水 口 に な るべ き は前 に 述べ た 通 り で あ

る．併し此等 の 排水 口が無 くとも前記の 如 く海底水準

以上の 露出層 が 排水 の 役 を演ず るか ら結局護 岸工 事で

は 断層際 で 伏流水 の 全量 の 湧出に 際会す る こ と と な ろ

う．

　附 記 　本稿 は 灘地 区 地 下水調査 会 の 認 可 を 得 て 発 表

す る もの で あ る ．
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書 ， （明治26年）．比　企 忠 ：地 学雑 誌 ， 第 263 号 （明

治44年 ）．石 橋 五 郎 ： 地 球，第 2 巻 ， 第 ｝号（大 正 13年）．

2）松 原 厚，弘 津 友 三 郎 ： 日 本醸 造 協 会 雑 誌，52 ， 565

昭和33年）．厚 生 省 ， 日 本 鉱 泉 誌，（昭 和 29年 ）．

3）松原厚 ：地 質学雑 誌，　第408号 （昭 和 2 年）．
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斎 藤 会 長 を 囲 ん で の 会

　斎藤 会 長 滞 京 を機 会 に 4 月 5 日午後 5 時 よ り首題 の

会 を東京都 大 塚 駅 北 口 「角 万」で 催 した．時恰 も諸 学

会が 東京都 内 で 醐催 さ れ て い る 期 間中で 都 近 郊 の 同窓

以 外 に 上 京 中の 会 員 も参 加 し，主 賓 を 禽 め て 27 名の 多

数 に 達 し ， 盛 会 で あ つ ∫こ ，

　定刻 を梢 々 遅 れ て 坂本 征 仁氏 の 司 会 で 開 会 し 中村 栄

一氏 か ら発 起 人代 表 と レ て 挨 拶 が あ り， 齋 藤 会長 か ら

感 謝 の 笞 葉が あ つ て 開 宴，餐 を共 に し乍 ら各自の 自己

紹介 や 感 想 等 を 述 べ 久澗 を 叙 し 和 気 靄 々 裡 に 先 輩 後 輩

入 り交 り懇親 の 実 を挙げ齋藤先 生 の 思 出 話 に 終 始 し

t ．

主 　賓 　 齋 藤 　賢 道，陪 賓．寺 本 　四 郎，照 井 　堯造

　 　 　 　土 田　 盛一

出 席者 　河 村　伍 亮 ， 井 手　速 水 ， 石 上 　 藤 樹 ，

　　　　管野　義万 ， 南 方 　秀 堂，稲 垣 　直 文，

　　　　川 野 　義 男 ， 安井　之 雄 ， 中村 　栄一，

　　　　星 野 　敏 雄，大 木説 喜 松，長瀬俊 三 ：5，

　　　 福 西 祐 太 郎，野 村 　順 次，岩 下 　晴 七 7

　 　 　 高 橋 　 障，前 田 　良 雄 ， 日野 西 正 善，

　　　 小 玉 　健 吉，阪 本 　征 仁，渡 辺 与 十 郎，

　　　 鹿 島　　寛，高 原 　義 昌

　 　 　 　 　 　 　 　 移 　 　 　 　 　動

志 田 　清氏 大阪 府茨木市上 申条 116の 7

魚 住 政 ＝二氏 　東 京 都 杉 並 区 下 井 草 町 工88

牧 野 良 三 氏 東京 都北区 堀船 町 3 丁 目 16の 5
　 　 　 　 　 　 　 宝 酒 造 社 宅

菊 乃 世 広 瀬 酒 造
　　　　　　　 社 名変更 （広瀬合 名 会 社 ）
株 　 式 　 会 　 社

水 内 武 男 氏 　京 都 市伏 見 区 京 町 北 8 丁 目

　　　　　　　 宝 酒造（株）作業 部 技徳課長

　　　　　　　　 新　　入 　　会

山　 本 　　 総 氏 　東 京 都 北 多 摩 郡 清 瀬 町 芝 山

　　　　　　　 協 和 薬 品 工 業 （株）清 瀬工 場

古 屋 為 清氏 山梨市上神内川 15の 1
　　　　　　　 （株）

一
吉 酒造店

武 智 芳 郎氏　東 京 都 北 多摩 郡 国 立 町 谷 保

　　　　　　　 （株）ヤ ク ル ト ク ロ レ ラ処 理 工 場

川 村 千 春氏 東京 都江 戸 川 区 西 小松 川 1の 2645

　　　　　　　 小松 川 化工 機（株）

谿鑾編著鯉場
鮖 献 久保町酷 工1・・

阿久 津 　 富 郎 氏 　 青 森 県上 北郡 百 石 町 上 明 堂
　　　　　　　 二 北酒造 （株 ）百石工 場

　　　　　　　　 訃 　　　 報

栗 原 　善 次郎 氏 　 4 月 14日逝 去 せ ら る 謹 ん で 敬 俸 の 意

　 　 　 　 　 　 　 を 表 す

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


